
そんなに楽しい？ 

保育園の園児が森にやってきた。毎年この時期になると芋ほりや秋の森を楽しむため幼稚園・保育園の

子どもたちが遊びに来る。20 人から 25 人といった集団が２班に分かれてくるため、どんぐり遊びや竹ブ

ンブンを作って色塗りしたりする時間はない。森散策とどんぐり拾い、ハンモック、丸太わたり、竹ぽっ

くり歩き、輪投げゲームなどで時間を過ごす。 

森には散策路が通っている。遠路を仕切っている丸太は朽ち木になってしまい、キノコが生えている。

「キノコがある！」、「毒キノコだ！」とはしゃぐのは男の子。道なりに行くと斜面を丸太で土留めして階

段状に仕切ってある。そこにもキノコ群とコナラのドングリがいっぱい落ち

ている。「後で拾おうね」と先生に促されて先をどんどん進む。下りきったと

ころには伐採されたサワラの切り株が残っている。１メートルくらい高さの

切り株なので登れる子には登らせて記念写真をパチリ。サワラは隣の敷地に

倒れこんでは大変と枯れる前に予防措置で切り倒された。年輪を数えたら 100

を雄に超えていた。そんなお話も分かりやすく説明した。 

今度は登り斜面だ。登り切った台地部分にハンモック、輪投げなどの遊び

道具が用意されていた。 

丸太を５本敷いただけの丸太渡りは「どん、じゃんけん」の舞台になる。丸

太の両方から歩み寄って、タッチしてジャンケンし、負けたほうは陣地に帰

る。勝った方は相手の陣地に近づいていく陥れるというゲーム。年少年中の子たちは丸太から落ちないよ

うにそろり、そろりと歩みを進めるが、年長さんは飛ぶように丸太を渡っていく。そんなところにも体力

差が出てくる。 

一番人気はハンモックで二人ずつアミカゴに乗せて、２０回ずつ揺らす。毎年の行事なのでハンモック

２年目の子は結構いる。それでも乗る前から破顔しキャーキャーいってハンモックに乗り込む姿は「そん

なに楽しい？」と聞きたくなるくらい楽しそうだ。体全体で楽しさを表現している。 

ブランコと違い空を見上げ、友達が隣にいるかごの中でゆらゆら揺れる、普段はできないことだから、

楽しくて仕方ないのだろう。言葉ではない方法、同じ思いを伝えていくコミュニケーション能力を身に着

けている子どもたちに感心する。 

ふわっとして、持って行かれそうになると、反対に揺れる。体が

空中でブランコ状態になる感覚は日常にはない。日常ではない何

か。楽しいことが詰まっている何か。ゲームやテレビにはない遊び

が詰まっている森遊びは楽しさが詰まっているということなのだ

ろうか？  

面白いことは何度も繰り返したくなるのも子どもの世界だ。ジグ

ソーパズル、レゴ、ゲームといった遊び道具、何度も同じパズルや

ゲームをする。同じ絵本を何度も読み聞かせられる経験を持つ親は

多い。 

繰り返すことで知能が発達し、大脳のしわが一本ずつ増えていく、という根拠のある理論も聞いたこと

がある。今日もどこかで「もう一回」と繰り返しをせがむ子どもの声が響いているのだろう。 

藤田隆（松戸市） 

ハンモックは人気 

森のキノコ 
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バイオ炭は地球を守る 

私達はクマガイソウ保護の為、自生地の竹林整備をしていますが、その過程で発生する竹の残渣処理に頭を悩

ませていました。燃やして灰にするのは手っ取り早いのですが、民家の近くではそれも出来ません。 

粉砕機でチップ化すれば有機肥料になりますが、いずれ微生物に分解されて二酸化炭素に戻るので、温暖化防止

の役には立ちません。バイオ炭にして農地に施してしまえば炭素の塊のままで保たれます。 

竹の残渣を炭にすることで農地の土壌改良と大気中の二酸化炭素削減が同時に可能となる考え方に共鳴し、先駆

者のやり方を参考にしながら、自分たちも試行錯誤の挑戦をしています。 

炭化の途中で炎が高く上がるので、いかにも大量の二酸化炭素を排出しているように見えても、炎を上げている

のは竹の揮発性物質で、炎の主な成分は水素などです。炭化器の中は無酸素状態になり炭素は燃えていません。 

農地にすき込まれた炭は土壌に空間を作り、雨水の浸透を助ける一方、炭が持つ無数のスポンジ状の空間が水分

を保つので、浸透性と保水性の相反する条件を同時に解決出来て、作物にとっては魔法の物質です。 

無数のスポンジ状の空間は作物と共生する土壌の善玉菌の棲みかにもなり、作物とって良い事尽くしです。 

竹炭を炭窯で焼くと少なくても一昼夜はかかりますが、バイオ炭は炭化器で焼くので、軽トラ一台分なら着火か

ら 1時間程度で焼き上がります。炭窯で焼く場合の徹夜での火の番から解放されるのは大助かりです。 

バイオ炭を活用して栽培した野菜はクールベジタブル（クルベジ）に認定、二酸化炭素減少分は Jクレジットと 

して取引されるなど国を挙げての施策にもなっています。詳しくは PCの検索を    佐倉市  坂本 文雄 

枯れた竹を何とかしなければ 軽トラサイズに切る 炭焼き場へ運ぶ 

焼き芋も出来る楽しいイヴェント 炎が収まれば焼き上がり 水で消火 水蒸気がもうもう 

鉄板に広げて完全消火を確認 袋詰め 畑に投入 耕してすき込む 
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リスクマネジメント研修会、久々に受講して

１ 受講した研修会の概要 
今秋10月31日、千葉県緑化推進施設におい

て、ちば里山イノベーションハブ事業の一環とし

て「森林内での活動に係るリスクマネジメント研

修会」が開催され、受講させていただきました。 

午前は、NPO 法人自然体験活動推進協議会の

佐藤繁一氏によるリスクマネジメントの実際。午

後は、有限会社オフィステラの町頭隆児氏による

事故事例及び保険・補償について、でした。 

この投稿では、筆者が印象深く感じたことなど

を中心に書かせていただきます。 

２ 『必要な要素は時代によって追加される』 
 上記は、午前の講義の話題の一つです。筆者が以前、同じ趣旨の研修会を受講したのは20年以上も

前、他団体主催のものでした。今となっては古いものとなっているかも知れない考え方や知識のまま、

これからも野外活動に携わって良いだろうか？との疑問が浮かんだことがきっかけでした。そしてま

さにちょうどタイミング良く、この研修会の情報をいただいて、受講に至ったと言う訳です。 

今どきの重要な要素として、個人情報の取り扱い、新しい疾病への配慮、人権意識への理解等々と

のことでしたが、特に筆者が印象に残ったことの一つは、子どもに対するハラスメントについて。本

来楽しくまた主体性が育成・尊重されるべき野外活動の場で、高圧的だったり暴力的言動はNGです。

このことは大人同士でも言えると思います。 

もう一点は最近よくある天候の急変について。関

係者全員で理解し備えるべきことで、誰かが言った

からとか言われなかったからとかと言う問題ではあ

りません。いずれもいつの頃からか感じていたこと

で、自分の考え方が適正だったと安堵しました。 

開催団体の最後のあいさつでも、「常にアップデ

ートを忘れずに」とのことでした。 

右図（中日新聞サイトより拝借）は、落雷への対

応として受講中取り上げられ、また最近話題になっ

ている「雷しゃがみ」の図です。詳細はそれぞれお

確かめください。 

３ ヘルメットの着用について
最近は、落枝による事故の話題をよく耳にしま

す。ナラ枯れなどの影響もあって、危惧している方

も多いと思います。森林環境のもとでプログラムを

展開する場合には、ヘルメット着用は必須、そし

て、顎ひもやヘッドバンドがしっかり調節・固定さ

れているかのチェックも必須とのことでした。 

現実的には如何なものでしょう？このことは、

最後の質疑応答でも、疑問の声が出ていました。   

研修会の一コマ 

千葉県緑化推進委員会サイトより 
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４ KYT 
4-1 KYT事例①ハイキング

リスクマネジメントで欠

かせない KYT。危険予知ト

レーニング、ご存じの方も

多いと思います。 

右図は、受講中配布され

た KYT シートの一つです。

子供たちを連れてのハイキ

ング、子供たちの様子から

どこが危険因子か分かりま

すか？受講中に書き込んだ

囲みも見えています。中ほ

ど右の木にはハチの巣もあ

るようです。 

4-2 KYT事例②帰り道？

右図は、ボーイスカウト関連のサイトから拝借した

ものです。危険因子が幾つかある中で、傘を肩に担い

でいる男の子、傘を横にして持っている男の子、これ

らと類似の光景、実によく見かけます。雨の日の駅の

上り階段やエスカレーター、後ろ（下方）にいると前

の人の傘の先が顏に当たりそうでとても怖いです。ス

キー場のリフト・ゴンドラ乗り場ではスキー板やスト

ック、スノーボードを、山登りでは急な登りでポール

を横にしている光景、本当によく出会います。 

つい最近の里山活動の某現場でも、スコップや枯れ

枝対策の長い棒を、同じように持っている仲間がいて、後方にいた筆者は、思わず声を掛けました。 

５ そして、たまたまの実践現場
11月21日、同じ会場で、地元某小学校１年

生約200名を対象とした森林環境教育プログラ

ムが行われ、お手伝いさせていただきました。

右写真はその一コマ、筆者が担当した『クズの

ツルあそび』。ツルを使って縄跳びや綱引き、輪

投げなどを体験してもらいました。 

雨がちの天候でも子供たちは元気いっぱい

で、危険因子もいっぱいでした。そして思い出

したのは受講中の「子どもは大人が想像しない

行動をする」との話題。ハラスメントにならな

いよう、子供たちへの言葉がけをしました。 

受講内容でもう一つ思い出したことは「体験不足の世代間連鎖」。保護者の幼少時の自然体験が少な

いと、その子どもも同様の傾向になる、そしてその子どもが大人になると・・？と言う話題です。保

護者を引率の先生方に置き換えてみると如何なものでしょう？そんな疑問を感じました。 

（記：茂原市 望月） 

ＫＹＴ事例① 

ＫＹＴ事例② 

クズのツルあそび（縄跳び、綱引きなど） 
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